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事業期間

（

（

）

）

　次年度の修繕計画書に基づき緊急性の伴う箇所から順に施設の修繕を行う。2年度は、沼田地区の公共下水道供用開始
に伴い、施設内の下水道接続工事と軽運動室の天井ライトの老朽化に伴い照明器具取替工事の施工を予定する。また、全
体的な雨漏り対策として屋根・外壁改修のための設計委託を行い次年度予定の工事に備える。

　災害時の避難所に指定されているにもかかわらず、今年度
修繕した以外の個所でかなりの雨漏りが発生した。早期の修
繕が必要となる。

　つくば市の女子勤労者及び勤労者家庭の女性などの休養・
レクリエーションの場と機会を提供する施設の維持管理

　昨年度年次修繕計画書を作成したことにより、施設の維持
管理や軽運動室の雨漏り修繕工事やガラスフィルム貼付工事
などの修繕工事を行うことができた。

・講座やサークル活動など利用者の満足度向上に向け、施
設の維持管理を行い参加者の安全を図る。
・働く婦人の家維持管理業務委託
・機械警備業務委託
・浄化槽維持管理業務委託
・消防設備保守点検業務委託
・空調機器保守点検委託

　建設後28年が経過し施設の老朽化が目立っていることから
、施設の維持管理及び修繕工事を発注した。
・軽運動室雨漏り修繕・ガラスフィルム貼付工事
・玄関タイル張替え工事　・トイレ便座取替工事
・働く婦人の家維持管理業務委託
・機械警備業務委託
・浄化槽維持管理業務委託
・消防設備保守点検業務委託
・空調機器保守点検業務委託

継続

働く婦人の家維持管理事業

一部委託

01-050101-11 働く婦人の家施設管理運営に要する経

     8,063.0

         0.0

     8,514.0

         0.0

     8,211.0

         0.0

     8,055.0

         0.0

     9,351.0

         0.0

     8,649.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市働く婦人の家条例

　つくば市の女子勤労者及び勤労者家庭の女性とその支援者
のための福祉増進を図り、職業生活と家庭生活に必要な指導
・実習等を行い、知識の向上と休養・レクリエーションの場
と機会を提供する。

施設利用者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

     8,526.0

         0.0

     8,765.0

         0.0

     8,800.0

         0.0

     8,800.0

         0.0

     8,800.0

         0.0

     8,800.0

         0.0

     8,800.0

         0.0

任意的事務

■

■

■

■

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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概要

概要

概要

指標の

指標の
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５

訳
内
源
財
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地方債

県支出金
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(千円)

(千円)

(千円)

(千円)
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市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

・報酬：運営委員報酬　8,000円×7人×2回＝112,000円
・旅費：運営委員会委員費用弁償　2,000円×7人×2回＝28,000円
・需用費：消耗品費+印刷製本費+光熱水費+修繕費
　　　　　148,000円+19,000円+996,000円+109,000円＝1,272,000円
・役務費：通信運搬費+手数料+保険料　　215,000円+77,000円+40,000円＝332,000円
・委託料：維持管理委託料+定期調査委託料+設計委託料
　　　　　4,008,000円+374,000円+1,364,000円＝5,746,000円
・使用料及び賃借料：テレビ放送受信料+複写機賃借料+ＡＥＤ賃借料
　　　　　15,000円+18,000円+78,000円＝111,000円
・工事請負費：修繕工事　8,811,000円

       9,764       13,189

拡充

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.60          0.60

         0.00          0.00

無 有

       4,235        4,070

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　開館以来28年が経過し、施設の老朽化が目立ってきた。令和2年度は、沼田地区の公共下水道供
用開始に伴う施設内の下水道の接続及び軽運動室の照明を交換する工事を予定している。また、3
年度に工事を予定する。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

          34           34           33            0

       5,495        9,085       16,379            0

       5,529        9,119       16,412            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度
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）

　講座受講者の増加のために、現在の広報活動のほか、サークル活動や施設利用者に対し、チラシ配布などの広報活動を
行う。

　働く婦人の家は、場所や目的が分かりづらいため、受講生
募集も毎月市報やホームページ及び交流センター等にチラシ
の配布や掲示を依頼している。

　市民への学習機会の提供のため、市民ニーズに応じた講座
等を企画し、参加募集を行う。応募者多数の場合は、抽選の
うえ受講者を決定して講座を実施する。

　広報誌のほか、ホームページや交流センター等へのチラシ
の配布を実施し、施設近隣地域以外からの応募が増えた。

・年間、約40講座の開催を予定
　講座申し込みの広報は「広報つくば」への掲載や市ホーム
ページに掲載し各交流センター17館にもポスターを依頼し告
知するとともに、来館している各サークルにもチラシ等を配
布し広報活動を行う。

　年間37講座（70回）を開催した。また、女子勤労者も参加
しやすいように、土曜・日曜に18講座（実施回数31回）夜間
に6講座（実施回数14回）を実施した。
　3月の講座については、新型コロナウイルスの影響で中止
した。

継続

働く婦人の家自主企画事業

職員のみ

01-050101-11 働く婦人の家施設管理運営に要する経

       556.0

         0.0

       414.0

         0.0

       419.0

         0.0

       653.0

         0.0

       594.0

         0.0

       607.0

         0.0

         0.0

         0.0

つくば市働く婦人の家条例

　つくば市の女子勤労者及び勤労者家庭の女性とその支援者
のための福祉増進を図り、職業生活と家庭生活に必要な指導
・実習等を行い、知識の向上と休養・レクリエーションの場
と機会を提供するため

講座受講者数

R02

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

令和元年度

       726.0

         0.0

       765.0

         0.0

       800.0

         0.0

       800.0

         0.0

       800.0

         0.0

       800.0

         0.0

       800.0

         0.0

任意的事務

■

■

■

■

共有、理解

企画・立案、計画

実行

評価・検証
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市民部働く婦人の家

人
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概要

概要

概要

指標の

指標の

指標の

５

訳
内
源
財

その他

地方債

県支出金

一般財源

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)

(千円)事業費計

(有無)

(人)

(時間)

(千円)

(千円)

内訳
臨時職員等

正職員
時間外勤務

従事割合

事業コスト

人件費

理由

予算の方向性

市の関与

進捗状況

市民ニーズ

優先度

年

拠
根
算
積
初
当
度

事業の優先度はどうか

行政が関与する必要性について

事業が計画的に進んでいるか

市民ニーズと今後の見込み

(当初) (当初)(決算) (決算)

報償費：講師謝礼
　　　　　（講師）　　　　7,000円×72回＝504,000円
　　　　　（講師補助者）　3,500円×20回＝ 70,000円

       3,372        3,249

維持

3

4

2

2

今後も一定の市民ニーズが見込まれる。

計画通りに進めることができた。

今後も市が実施するほうがよい。

継続して実施する必要がある。

         0.40          0.40

         0.00          0.00

無 有

       2,823        2,714

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

R02

H26年度

H26年度

H26年度

H27年度

H27年度

H27年度

H28年度

H28年度

H28年度

H29年度

H29年度

H29年度

H30年度

H30年度

H30年度

R01年度

R01年度

R01年度

R02年度

R02年度

R02年度

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

         0.0

　女子勤労者の福祉の向上を図るため、前年と同様の講座を開催する。

           0            0            0            0

           0            0            0            0

           0            0            0            0

         155          164          172            0

         394          371          402            0

         549          535          574            0

平成30年度 令和 1年度 令和 2年度 令和 3年度


